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総
合
科
学
部
生
が
選
ぶ

総
合
科
学
推
薦
図
書

こ
こ
で
紹
介
す
る
図
書
は
、
34
〜
35
ペ
ー

ジ
の
、
吉
田
光
演
先
生
が
行
わ
れ
た
総
合
科

学
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
総
合
科
学
の
到
達

点
と
課
題
」
で
新
書
・
文
庫
の
目
録
評
価
を

元
に
挙
げ
て
み
ま
す
。
一
年
生
は
、
後
期
か

ら
展
開
研
究
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
り
ま

す
。
ぜ
ひ
、
参
考
に
し
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

環
境

坂
田
俊
文
『
地
球
―
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
』

丸
善
　1993

〈
学
生
の
コ
メ
ン
ト
〉
改
め
て
考
え
る
と
、
私
が
持

っ
て
い
る
地
球
に
関
す
る
知
識
は
以
外
に
少
な
い

と
気
づ
き
、
自
分
が
生
き
て
い
る
こ
の
場
所
に
つ

い
て
も
っ
と
知
り
た
い
と
感
じ
た
。
環
境
問
題
に

つ
い
て
考
え
る
際
に
も
役
に
立
つ
本
で
は
な
い
か

と
思
う
。

基
礎
科
学

長
谷
川
眞
理
子
『
科
学
の
目
科
学
の
心
』
岩
新

1999

〈
学
生
の
コ
メ
ン
ト
〉
根
っ
か
ら
の
理
系
で
も
な
く

文
系
で
も
な
い
と
自
称
す
る
生
物
学
者
の
著
者
が
、

ク
ロ
ー
ン
羊
か
ら
虫
の
子
育
て
の
話
し
ま
で
多
様

な
話
題
を
展
開
し
て
い
て
、
新
し
い
科
学
と
人
間

と
社
会
の
関
係
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
そ
う
な
本
。

ま
た
、
エ
ッ
セ
イ
調
な
の
が
と
っ
つ
き
や
す
そ
う
。

宗
教

生
駒
孝
彰
『
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
中
の
神
々
―
21

世
紀
の
宗
教
空
間
―
』
平
凡
社
新
書
　1999

〈
学
生
の
コ
メ
ン
ト
〉
現
在
、
宗
教
は
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
と
い
う
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
内
部
で
、
ど
の
よ

う
な
宗
教
空
間
を
開
き
つ
つ
あ
る
の
か
。
宗
教
王

国
ア
メ
リ
カ
を
中
心
に
、
二
十
一
世
紀
の
宗
教
の

形
を
探
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
つ
な
が
る
希
薄

な
個
の
つ
な
が
り
が
、
ど
の
よ
う
な
宗
教
・
信
仰

の
形
を
描
く
の
か
。
人
目
に
触
れ
ず
に
ネ
ッ
ト
空

間
だ
け
で
進
行
し
て
し
ま
う
宗
教
現
象
に
注
意
を

払
わ
ず
に
い
る
の
は
、
大
変
危
険
で
あ
る
と
思
う
。

歴
史
・
地
理

小
林
章
夫
『
コ
ー
ヒ
ー
・
ハ
ウ
ス
│
18
世
紀
ロ
ン

ド
ン
、
都
市
の
生
活
史
』
講
談
社
学
術
文
庫

2000

〈
学
生
の
コ
メ
ン
ト
〉
コ
ー
ヒ
ー
ハ
ウ
ス
の
歴
史
を

通
し
て
、
ロ
ン
ド
ン
の
姿
と
市
民
生
活
を
描
い
た

本
。
十
七
〜
十
八
世
紀
イ
ギ
リ
ス
史
、
都
市
史
、

庶
民
の
生
活
史
な
ど
の
参
考
に
な
り
そ
う
。

教
育
論

鈴
木
鎮
一
『
愛
に
生
き
る
―
才
能
は
生
ま
れ
つ
き

で
は
な
い
―
』
講
談
社
新
書
　1966

〈
学
生
の
コ
メ
ン
ト
〉
才
能
は
育
て
ら
れ
る
も
の
と

い
う
強
固
の
信
念
を
持
っ
た
著
者
に
よ
る
体
験
的

才
能
教
育
論
。
才
能
は
生
ま
れ
つ
き
の
も
の
で
は

な
い
と
い
う
言
葉
に
希
望
を
感
じ
る
。

大
学
論

増
田
四
郎
『
大
学
で
い
か
に
学
ぶ
か
』
講
談
社
新

書
　1983

〈
学
生
の
コ
メ
ン
ト
〉
著
者
の
体
験
談
を
交
え
つ
つ
、

学
生
本
来
の
あ
り
方
を
提
言
し
た
本
。
今
の
学
生

生
活
に
疑
問
を
感
じ
て
い
る
人
に
お
勧
め
。

心
理
学

河
合
隼
雄
『
影
の
現
象
学
』
講
談
社
文
庫
　1987

〈
学
生
の
コ
メ
ン
ト
〉
第
一
・
二
章
は
十
九
世
紀
に
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ド
イ
ツ
で
書
か
れ
た
小
説
の
登
場
人
物
の
分
析
を

通
じ
て
、「
影
」
の
性
質
を
記
述
し
て
い
る
が
、
や

や
読
み
に
く
い
と
思
わ
れ
た
。
特
に
面
白
い
と
感

じ
た
の
は
後
半
、
第
四
章
で
影
の
逆
説
と
題
さ
れ

た
部
分
で
あ
る
。
特
に
、
絶
対
王
政
時
代
の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
お
い
て
常
に
王
の
傍
ら
に
置
か
れ
た

「
道
化
」
の
存
在
と
は
、
王
が
自
ら
の
絶
対
性
を
輝

か
せ
る
た
め
に
、
自
分
の
影
の
部
分
を
肩
代
わ
り

さ
せ
る
必
要
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
生
ま
れ
た
、
と

の
記
述
が
最
も
興
味
深
か
っ
た
。

医
療

出
口
顕
『
臓
器
は
「
商
品
」
か
―
移
植
さ
れ
る
心

―
』
講
談
社
新
書
　2001

（
学
生
の
コ
メ
ン
ト
）
日
本
で
も
数
年
前
に
脳
死
者

か
ら
の
臓
器
移
植
が
可
能
に
な
っ
た
。
移
植
を
受

け
た
患
者
は
、
他
人
の
臓
器
が
移
植
さ
れ
た
こ
と

を
ど
う
感
じ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
本
は
、

臓
器
移
植
を
「
思
想
」
と
し
て
捉
え
て
い
て
、
と

て
も
興
味
深
い
。

生
活
術

植
村
達
男
『
時
間
創
造
の
達
人
―
知
的
情
報
活
用

の
す
す
め
―
』
丸
善
　1996

自
分
の
や
り
た
い
こ
と
に
専
念
す
る
た
め
の
時
間

を
、「
情
報
の
収
集
・
整
理
・
活
用
」
に
よ
っ
て
作

り
出
す
術
を
紹
介
し
て
い
る
。
や
り
た
い
こ
と
の

多
い
学
生
に
ぴ
っ
た
り
だ
と
思
う
。

精
神
論

市
川
浩
『〈
身
〉
の
構
造
―
身
体
論
を
超
え
て
―
』

講
談
社
学
術
文
庫
　1993

〈
学
生
の
コ
メ
ン
ト
〉「
空
間
が
次
第
に
均
質
化
し

て
き
て
、『
身
体
は
宇
宙
を
内
臓
す
る
』
と
い
う
身

体
と
宇
宙
の
幸
福
な
入
れ
子
構
造
が
解
体
し
て
い

く
今
日
・
・
・
」
で
あ
る
。
少
し
前
の
時
代
ま
で
、

あ
る
い
は
少
し
以
前
の
歳
、
ま
で
は
、
空
間
も
時

間
も
均
質
で
は
な
く
て
、
伸
び
縮
み
し
て
い
た
よ

う
に
感
じ
ら
れ
る
。
時
間
が
あ
っ
と
い
う
間
に
過

ぎ
た
り
、
長
々
と
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
、
空
間
も

近
く
な
っ
た
り
遠
く
な
っ
た
り
し
て
い
る
と
感
じ

ら
れ
、
信
じ
ら
れ
た
頃
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
宇

宙
が
何
万
メ
ー
ト
ル
先
の
具
体
的
な
真
空
と
捉
え

ら
れ
、
人
間
の
身
体
が
筋
肉
と
線
維
と
血
管
、
頭

脳
と
胴
体
と
手
足
、
中
枢
と
末
端
と
自
律
神
経
と

し
て
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
現
在

で
は
、「
身
」
と
い
う
言
葉
自
体
が
ど
こ
か
哲
学
あ

る
い
は
宗
教
み
を
帯
び
て
感
じ
ら
れ
て
し
ま
う
。

身
体
を
超
え
た
錯
綜
対
と
し
て
の
〈
身
〉
を
追
求

す
る
書
。
解
説
者
が
河
合
隼
雄
で
あ
る
。

作
文
法

山
内
志
郎
『
ぎ
り
ぎ
り
合
格
へ
の
論
文
マ
ニ
ュ
ア

ル
』
平
凡
社
新
書
　2001

〈
学
生
の
コ
メ
ン
ト
〉「
い
い
論
文
を
書
く
」
と
い

う
発
想
を
逆
転
し
、「
論
文
は
手
法
で
あ
る
」
と
定

義
し
て
、
大
学
入
試
の
小
論
文
、
授
業
で
の
レ
ポ

ー
ト
、
卒
業
論
文
ま
で
を
視
野
に
い
れ
、
多
く
の

具
体
例
を
挙
げ
て
評
価
・
解
説
し
て
い
く
形
式
で

書
か
れ
た
本
で
あ
る
。
丸
呑
み
に
し
て
割
り
切
る

の
も
よ
し
、
こ
れ
を
踏
み
台
に
し
て
高
み
を
目
指

す
の
も
よ
し
、
い
ず
れ
に
し
て
も
実
践
の
役
に
立

つ
の
は
間
違
い
な
い
。


